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１５）ＦＤＧＰＥＴ/ＣＴ後期像撮像による悪性リンパ腫と

良性リンパ節との鑑別における有用性の検討

代表研究者中山理寛

ぐ背景＞

悪性リンパ腫診断にl8FFDG-PET/ＣＴは多く用いら

れ、組織型により異なるものの、その集積度は比較

的高値を示すことも知られている。早期像のSUVmax

を比較することにより悪‘性リンパ腫病変と良性リンパ

節との鑑別ができる可能性があるとの報告')がみら

れ、当院においても同様の検討（全１４３リンパ節：悪

’性リンパ腫病変８２リンパ節､良』性６１リンパ節)を行っ

たところ､早期像のSUVmaxの至適cut-offvalueが5.65

以上で感度90.2％、特異度91.8％という結果を得た。

一方でSUVmaxが比較的低値の場合は良'性のリンパ

節との両者の鑑別が困難なことも少なくない。
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良'性病変と悪'性病変ではＦＤＧの体内動態が異なる

ことが知られている。その点を踏まえて今回リンパ節

への集積が比較的低値の場合には後期像を撮像するこ

とが両者の鑑別に有用な可能性があるという仮説を立

てた。そこで当院における前検討を踏まえ、早期像で
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